
昭和 12年 8月父島の頻愛地震
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=焦 1・e聞'毎 1時間微動向教圃

日4時迄の 12時間ー

に 245同を算した

が，以後弐第に減少

し.， 11.日中に終熔し 20一一

た。此3日間の微動
同

紙同教は 299同で，

夫等の時刻別同教は
薮

第 1表及び第 1園
/0一一

の如くである。此頻

議地震群のを芝生及び

治滅の様式が極めて
-/1. /6 /8. .20 22 0 2 4.6 8 /0 /2 /4 /6 18 時
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2 表

P~S i P-F ・ MN

1お 12 1±2d
13.3 20ω  

第一

9

2

8

時
一
1
日

日

間

護震

H 時分

9 21 37 

23 39 

たととが聞に依って明かで

ある。之等の大部分は無感

地震であって，有感地震は
9 

初動は線、じて極めて小さく初動方向の判別されたも.のは皆無であるO 初期

徴動時間の譲取りの困難なものが多く，確寅に議取れたものは 21同に遁ぎた

かった。其値は 15秒前後のものが最も多く， 10秒以下のものは見嘗らなか

右表の2同に過ぎたかった。

った。

記象型は一般に Pが極めて小さく， sは比較的明瞭且優勢である (第 2園

例(/) 象記聞9 d 第

但し上下動K於ては初動は不明瞭であり，振幅は徐々に増加して一見参照〉。

所謂深海型を呈し， s相の判定困難なものが多い。
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今仮りに一つの地震の震動稽績時聞が其地震の勢力に比例するものと仮定し

て?-此地震群の地震勢力の推移扶況を調べて見る。 9日 14時より 10日 17

時に至る各 1時間内の震動縫績時聞は第 1表及び第 3固に示すま口くなる一

郎ち地震勢力は最初急速K増加じて 9 日の 19~20 時に最大に達し， 10日朝

より念速に減少してゐる様が此固に依つでも明らかで、あ・る。

A 今閉の地震群を昭和 9年5月 11日より同月末日頃迄の聞に績議した 239

同のA、地震群と比較すると，.震夫距離に於ては約半分とたってゐるが，記象の

形が互に酷似して句、るので，一一時々同.一系統のものと推定され，又震源は従来の

経験より父島の西方に在るものと思はれる。

(於父島測候所〉
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